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１．概要１．概要１．概要１．概要（注：結論を含めて下さい）  
 厚みの異なるナノシートコロイドを調製し、TBA 濃度を極限まで低下させた試料を

SAXS により測定したところ、膨潤ラメラ構造に帰属されるピークが得られた。この底

面間隔はナノシート濃度と塩濃度の増大により面間隔は減少した。またナノシートの厚

みが増す事により、面間隔が増大する傾向が明らかになった。  
（English）  
 We obtain nanosheets colloidal by varied thickness. This colloidal is very low TBA 
concentration. Their structures were characterized by small-angle X-ray scattering. Swollen 
lamellar structure spacing diminish by increasing nanosheets concentration and TBA 
concentration. As a result nanosheets for thickness increase prone to increasing lamellar 
structure spacing. 

 
 
２．背景と目的２．背景と目的２．背景と目的２．背景と目的     
 無機層状物質の剥離により得られる無機ナノシート

は、溶液中で配向する事により液晶相を発現する。我々

はこれを「無機ナノシート液晶」と呼んでいる(Figure 
1a)1)。無機ナノシート液晶は数 nmから数百 mの面間隔を

持つ膨潤ラメラ構造を有する場合があり、高ガスバリア

性素材 2)や異方性ゲル 3)などの有機無機複合材料としての

応用も検討されている。ここで構造形成のメカニズムに

注目し考えてみると、配向秩序についてはオンサーガに

より提唱されている異方性粒子の排除体積効果により説

明できるが 4)、ラメラ構造形成などの位置秩序については

明らかになっていない。そこで本研究ではナノシートの

厚みに着目しナノシートの厚みがどの様にラメラ構造に

与える影響を検討した。本研究で用いた Dion - Jacobson
型層状ペロブスカイトは化学組成を変える事で一連の異

なる厚さのナノシートを合成できる（Figure 1b）だけでなく、無機物特有の光触媒作用や、蛍光特性

など様々な特性を有しており、ナノシート液晶に基づく機能性材料創造も期待される。今後のナノシ

ート液晶の応用としても非常に有用な材料である(1。詳しいメカニズムを明らかにするには、ナノシ
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Figure1 ナノシート液晶の概略図（a）と 

Dion - Jacobson 型層状ペロブスカイトの

模式図（b） 



ート液晶の様々なパラメータと構造形成

かにしていく必要がある。

３．実験内容（試料、実験方法、解析方法の説明）３．実験内容（試料、実験方法、解析方法の説明）３．実験内容（試料、実験方法、解析方法の説明）３．実験内容（試料、実験方法、解析方法の説明）
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Ｘ線散乱測定は、佐賀県立九州シンクロトロン光
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５．今後の課題５．今後の課題５．今後の課題５．今後の課題  
 TBA+濃度、ナノシート濃度、ナノシート厚さを変化させたサンプルを用いた系統的な SAXS 測定

実験を行い、また複屈折測定など他の実験手法による結果を合わせて議論していくことが今後の課題

である。また、本手法では溶液を撹拌し液晶相と等方相が混在した状態で測定したが、液晶相と等方

相を分けて種々の測定する事により、ラメラ構造形成のメカニズムを多角的に様々な手法を用いて明

らかにする事を予定している。 
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